長崎大学大学院医歯薬学総合研究科新興感染症病態制御学系専攻 (主任指導教員：森田 公一 教授) 【緒言】 コレラ菌感染による下痢症 は熱帯地域で流行を繰り返 しており、治療に用い る抗菌薬への耐性獲得機構の解明は疾病対策上重要な研究項目となっている。 ダルスガードらは 1979 年から 1996 年にベトナムで分離されたコレラ菌の耐 性遺伝子を調査し、 1990 年以前の株では薬剤耐性因子 R プラスミドが確認され、 1990 年以降の株は耐性遺伝子 aadA2 を有するクラス I インテグロンを保持し、 1996 年になるとほとんどの株が多剤耐性遺伝子をもつ SXT element を獲得して いることを報告した。一方、グラム陰性桿菌の中には既知の薬剤耐性遺伝子と は関係なく、線毛産生相 (fimbriate phase)や外膜多糖マトリックス、皺のよった コロニーなどの特徴をもつラフ型菌で薬剤耐性が増すことが知られている。本 研究ではベトナムで分離したコレラ菌のラフ型株、線毛産生相株を解析しアン ピシリンに対する新規耐性機構を解析した。 【対象と方法】 バングラデシュ分離の線毛産生相株(Bgd17)1 株、ベトナム分離ラフ型菌 6 株、 ラオス分離ラフ型菌 1 株を alkaline tryptone 液体培地 (ATbroth)で培養し、 それぞれ菌膜を作らせその一部を 50μg/ml のアンピシリンを含む LB 液体培地 に接種し一夜培養後、100μg/ml のアンピシリンを含む TCBS 寒天培地に塗布し

